
令和７年（2025 年）２月吉日 

保護者の皆様 

         横須賀市立汐入小学校 

 

令和６年度学校評価アンケートの結果と汐入小学校の取り組みについて 
 

寒さの中にも春の足音が聞こえてきます。保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動にご理解

とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

さて、昨年１１月にご協力いただきました学校評価アンケートの集計が終了いたしましたので、

ご報告させていただきます。 

本紙面では、今年度実施させていただきました学校評価アンケートの結果と本校が重点として取

り組んでいること等を中心にまとめました。アンケートにご協力くださり、本当にありがとうござ

いました。子どもたちと保護者の皆様の思いをしっかりと受け止め、より良い学校づくりのために

活かしてまいります。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

＊巻末に学校アンケート集計一覧を添付していますので併せてご覧ください。アンケートの集計につきま

しては、「そう思う・少しそう思う」を肯定的回答、「あまり思わない・思わない」を否定的回答として集

計しています。（集計上、各回答の構成比の合計が 100％にならない場合があります。） 

 〈令和６年度重点目標について〉 

本校の学校教育目標「人間性豊かな子ども」には、目指す子ども像として「元気でやりぬく子」

「すすんで学ぶ子」「思いやりのある子」の３つがあります。どれもとても大切な目標ですが、そ

の中でまず一番目に重点を置いて育てる子ども像は、「思いやりのある子」であると考えています。 

「思いやりのある子」では、目指す具体的な子ども像として次の７つを挙げています。 

①自分の命と、命あるものを慈しみ大切にする子 

②他者を認め、思いやり、支援する心を持つ子 

③感性と想像力を大切にしている子 

④決められた約束やルールを守る規範意識を持つ子 

⑤明るさと笑顔、挨拶を大切にしている子 

⑥なかよく協力・協働することの大切さを知る子 

⑦周りの人への感謝の気持ちを持つ子 
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  「思いやりのある子」で掲げた子ども像を目指していくために「自己他者肯定感を高め、認め

合い高め合う関係を築く力を育てる」ことを大切にしていきたいと思います。それは、この力を

育てることが、他の２つの目指す子ども像「元気でやりぬく子」「すすんで学ぶ子」が目指す力の

基礎にもなると考えるからです。自己他者肯定感が高まっ

てこそ、元気でやりぬこうとしたり、すすんで学ぼうとし

たりすることができるのではないでしょうか。 

こうしたことから、令和６年度の重点目標を「自己他者

肯定感を高め、認め合い高め合う関係を築く力の育成」、

スローガンを「笑顔と『ありがとう』あふれる学校」とし

て取り組んできました。 

このような学校教育目標を目指す視点から、学校評価アンケートの結果につきましてご報告さ

せていただきます。 

 

 

 

１．学校教育目標「すすんで学ぶ子」について（アンケート質問１～４） 

（１）授業づくりについて 

 児童・保護者ともに８割程が肯定的な回答をしている一方、１～２割程が否定的な回答をしてい

ます。子どもたちの学習への意欲を高め、主体的に学習に取り組む姿勢を育てていくため、「楽しい

授業」づくりに取り組んでいきます。授業は教育活動の根幹であり、学校生活の中心を成すもので

す。授業が楽しいということは、学校が楽しいということに直結します。重点目標スローガンの「笑

顔と『ありがとう』あふれる学校」を目指す中で、授業についても「子どもたちの笑顔があふれる

授業とは？」を常に追求し、子どもたちの学ぶ笑顔をイメージして授業づくりに取り組んでいきま

す。 

〔例えば、授業で子どもたちが笑顔になるときってどんなとき？！〕  

  ・「わかった」「できた」と思えたとき 

  ・「できそうだ」と思えたとき 

  ・「なぜだろう どうしてだろう」と知りたくなったとき 

  ・自分の考えを聞いてもらえたとき 

  ・友だちの考えを聞いてあげられたとき 

  ・友だちと一緒に協力して学べたとき 

  ・先生や友だちにほめられたとき 

                  等々 

 

 こうした子どもの姿があふれる授業を目指していきます(^^)/ 

 

  アンケート質問１ 肯定的 否定的 

児童 自分からすすんで学ぶことはできていますか。 ８６％ １４％ 

保護者 お子さんは、自分からすすんで学んでいると思いますか。 ７８％ ２２％ 
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アンケート質問２と４において、「クロームブックや本で調べること」や「友だちの考えに対して

感想や質問を伝えること」については、児童・保護者ともに８～９割近くが肯定的な回答をしてい

ます。一方で、アンケート質問３において、「自分の考えを文に書いたり伝えたりすること」につい

ては、肯定的な回答が７～８割と少し低くなっています。 

 

 こうした子どもたちの状況から、校内研究において、「『書く』ことを通して自他の思いを認知し、

発信できる汐入の子の育成 ～ねらいの明確化と学習形態の工夫を通して～」をテーマに、授業づ

くりの研究を進めています。 

 その中で、次のような授業展開に取り組んでいます。 

①子どもたちの学習意欲を高め、学びの必然性をもたせる導入や課題設定の工夫 

②本時の学習のめあての明確化と子どもたちとの共有  

③自分で考える時間・ペアやグループで話し合う時間・全体で意見交流する時間の設定 

④子どもたちの学習理解を進める支援の手立て 

⑤学びを深め、次時へとつなげる「振り返り」 

こうした取り組みの結果、授業の中で、子どもたちが学習のめあてをみんなで共有し、学習の見

通しをもったり、お互いに意見を伝え合ったり、学習の「振り返り」を書くことが習慣づいたりし

ている姿が多く見られるようになってきました。 

  アンケート質問２ 肯定的 否定的 

児童 
クロームブックや図書館の本などで、知りたいことを調べられます

か。 
８７％ １３％ 

保護者 
お子さんは、書籍やパソコン（※パソコンは３～６年生）で知りた

いことを調べられていると思いますか。 
７８％ ２１％ 

  アンケート質問３ 肯定的 否定的 

児童 自分の考えを文に書いたり伝えたりすることはできていますか。 ７９％ ２１％ 

保護者 
お子さんは、自分の考えを文に書いたり伝えたりすることができて

いると思いますか 
７１％ ２９％ 

  アンケート質問４ 肯定的 否定的 

児童 
友だちの考えを聞いて、感想を言ったり質問をしたりすることはで

きていますか。 
８８％ １２％ 

保護者 
お子さんは、友だちの考えを聞いて、感想を言ったり質問をしたり

することができていると思いますか。 
８９％ １１％ 
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これからも、学習目標を明確にし、その達成に向かっていくために、必要な教材教具、ＩＣＴ機

器の活用、授業形態、授業展開の工夫等を話し合い、授業づくりを進めていきます。また、小規模

校のメリットを活かして、学習支援員や教育支援介助員等とも連携しな

がら、複数教員による指導や個別支援による学力の定着にも引き続き取

り組んでいきます。 

 今後も、さらに一人一人の学習状況を見取った丁寧な指導を進め、子

どもたちが授業を通して「わかった」「できた」「楽しい」と感じ、笑顔

があふれる授業を目指していきます。 

 

 

２．学校教育目標「元気でやりぬく子」について（アンケート質問５～７） 

（１）「やりぬく力」について 

 児童・保護者ともに８割以上が肯定的な回答となっています。 

 「やりぬく力」というと、「意思の強さ（意思力）」が重要だと考えられることが多いと思います

が、その「意思力」にも「困難だと思うことにもチャレンジする力」と「粘り強く取り組む力」の

２つの要素があります。 

 「困難だと思うことにもチャレンジする力」とは、失敗を恐れない気持ちです。この力を高めて

いくには、「うまくいった経験」と「失敗した経験」をたくさん積み重ねていくことが大切です。そ

のために、子どもたちが何かに「チャレンジ」する機会を多くつくり、結果よりも「チャレンジす

る姿勢」をたくさん褒めていきたいと思います。 

 「粘り強く取り組む力」を高めていくには、「先を見据える」ことが大切です。「最初は大変だっ

たけれど、がんばったらうまくいった」という経験が何度もあれば、今は大変でも、「もう少しがん

ばったらうまくいくかもしれない」と先を見据えた気持ちをもつことができます。また、どのよう

にがんばればいいのか、その方法や手立てを知ることも大切です。「何をどうすればいいのかわか

らない」という状況では、意欲も高まりません。方法や手立てを知ることが「こうすればできそう

だ」「試してみたい」「やってみよう」という気持ちにつながります。 

 さらに、「一緒にがんばれる人間関係」も大切です。常に自分のことを見てくれる人、励ましてく

れる人がいることは大きな力になります。教職員が子どもたちを積極的に褒めるとともに、子ども

たちが仲間同士、励まし合い、称賛し合い、お互いにモチベーションを高められる関わり合いを育

てていきます。 

 授業をはじめ、様々な取り組みにおいて、子どもたちの自己他者肯定感を育て、お互いの関わり

合いの中で、「やりぬく力」を高め合っていけるように取り組んでいきます。 

 

 

 

  アンケート質問５ 肯定的 否定的 

児童 勉強や仕事などを、最後までやり通すことができていますか。 ８８％ １２％ 

保護者 
お子さんは、勉強や仕事などを、最後までやり通すことができてい

ると思いますか。 
８４％ １６％ 
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（２）運動習慣について 

昨年度と比べ、児童・保護者ともに肯定的な回答が少し増えました。 

現代社会においては、子どもの体力低下が懸念されています。文部科学省が行っている「体力・

運動能力調査」によると、現在の子どもの体力・運動能力の結果をその親の世代である３０年前と

比較すると、ほとんどのテスト項目において子どもの世代が親の世代を下回っています。これは、

子どもを取り巻く環境や生活様式が変化したことで、日常での身体運動が減少したと考えられてい

ます。特に近年では、新型コロナウイルス感染症によって激しい運動を自粛した影響もあり、2019

年から低下傾向が続いています。新型コロナウイルス感染症が５類に移行した昨年度は、少し回復

傾向が見られましたが、新型コロナウイルス感染症蔓延前の水準には至っていません。 

 学校では、体育学習や運動会の他に、新体力テスト、持久走チャレンジ月間、スポーツリズムト

レーニング等、子どもたちが楽しみながら体を動かし運動に親しむ機会を設けるなどの取組を行っ

てきました。今後も運動・遊びが、子どもたちの生活の中に位

置付き、運動に親しむ姿勢や体力の向上につながるよう取り組

んでいきます。 

 

（３）生活習慣について 

９割近くの児童・保護者が肯定的な回答をしていますが、できていないと感じている子どももい

ます。 

子どもたちが生涯を通じて健康な生活を送るためには、自分の健康や様々な病気について関心を

もち、正しい知識と適切な予防・対処の仕方を身に付けたり、「早寝・早起き・朝ごはん」など規則

正しい生活習慣で毎日を過ごしたりするなど、健康管理を実践していく力を育てていくことが大切

です。学校では保健学習での取り組みのほか、養護教諭が保健だよりを発行したり子どもたちに分

かりやすい啓発資料を保健室前に掲示したりしています。 

今後も将来に向けての健康生活を子どもたちが自分の問題として

意識し、みんなで考え合い、行動につなげていけるように、ご家庭

の皆様と連携しながら取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

  アンケート質問６ 肯定的 否定的 

児童 自分から進んで外遊びをしたり運動をしたりしていますか。 ８６％ １４％ 

保護者 
お子さんは、自分から進んで外遊びをしたり運動をしたりしていま

すか。 
８０％ ２０％ 

  アンケート質問７ 肯定的 否定的 

児童 早寝・早起き・朝ごはんなど、規則正しい生活ができていますか。 ８７％ １３％ 

保護者 
お子さんは、早寝・早起き・朝ごはんなど、規則正しい生活ができ

ていると思いますか。 
８７％ １３％ 
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３．学校教育目標「思いやりのある子」について（アンケート質問８～１２） 

（１）自己肯定感について 

児童は８割以上、保護者も８割近くの人が肯定的な回答をしています。一方で、２割ほどの人が

否定的な回答を選択しています。 

子どもたちは、一人一人が素晴らしい力をもっています。しかし、時に人は、自分が「短所」だ

と思い込んでいるところにばかり気になってしまって、自分自身を嫌いになってしまったり、自信

をもてなかったりすることがあります。でも見方を変えれば、それがその人らしさであり、「長所」

だということもよくあります。自分で自分らしさを認めて、好きになるには、周りの人が、その子

らしさを認めて、大切しようという気持ちで接していなければ、なかなかそうはいきません。周り

の仲間の信頼の目や言葉に包まれたときこそ、思い切り自分の力を発揮できるのだと思います。そ

して、子ども同士が、認め合い高め合う関係を築いていくためには、子どもたちが自己肯定感を高

めることが大切です。それは、自分が認められてこそ人を受け入れることができるからです。その

ために、これからも、教職員が子どもたち一人一人のことをよく知り、日々の学校生活の様々な場

面で、その子らしさを、その子の良さ、素晴らしさとして話し、伝えていきます。 

 

（２）「ありがとう」の言葉と気持ち、「思いやり（他者肯定感）」について 

 

 アンケート質問９では、「感謝の気持ち」について、児童・保護者ともに９割

以上が肯定的な回答となっています。また、アンケート質問１１でも、「思いや

り」の大切さについて、たいへん多くの児童・保護者が肯定的な回答をしてい

ます。 

 思いやり、人を思う気持ち（他者肯定感）は、「感謝の気持ち」から生まれ育つと思います。 

私たちが、子どもたちに何より伝えたい“「ありがとう」の気持ち”は、子どもたちが、今ここに

いてくれること、私たちと共にいてくれることに「ありがとう」ということです。 

 子どもたちは、一人一人がそのままで本当に素晴らしい存在です。それは、何かができるからと

か、何かの役に立つからということではありません。その子の存在そのものが、素晴らしい輝きを

放ち、人の心を豊かにし、笑顔や力を与えることができるのです。 

また、日々の生活の中には、できて当たり前、あって当たり前、分かってもらえて当たり前のこ

  アンケート質問１２ 肯定的 否定的 

児童 自分には、よいところがあると思いますか。 ８６％ １４％ 

保護者 お子さんは、自分の良さを自覚していると思いますか。 ７８％ ２２％ 

  アンケート質問９ 肯定的 否定的 

児童 まわりの人に、感謝の気持ちを伝えていますか。 ９６％ ４％ 

保護者 
お子さんは、まわりの人に、感謝の気持ちを伝えていると思います

か。 
９０％ １０％ 

  アンケート質問１１ 肯定的 否定的 

児童 他の人を思いやる大切さを知っていますか。 ９４％ ６％ 

保護者 お子さんは、他の人を思いやる大切さを知っていると思いますか。 100％ ０％ 

-６- 



とのように思ってしまっていることや、とても素晴らしいことなのに気に留めなければそのまま流

れて行ってしまうようなことがたくさんあります。そうした一つひとつのことに感謝の気持ちをも

ち、それを「ありがとう」の言葉で伝え合うことができたとき、人は、うれしくなります。優しく

なれます。安心できます。自信がもてます。つながり合えます。教室が、学校が、「ありがとう」の

気持ちと言葉であふれたとき、子どもたちは、自分を好きに、仲間を好きになれると思うのです。

まず、私たちが、日常の生活の中にある子どもたちのたくさんの素敵な姿に「ありがとう」をいつ

も伝えていきたいと思います。 

そして、自分が出会う人に、物に、出来事に、自然に、「感謝の気持ち」を

もち、物事に感動できる心豊かな感性を育んでいいくことが、学校教育目標

の「人間性豊かな子」につながっていくと思います。これからも、みんなで

「ありがとう」の気持ちと言葉を大切にしていきます。 

 

（４）あいさつについて 

子どもたちが元気に登校してくる姿を見ると、とてもうれしく安心

します。子どもたちのことを地域全体で見守ってくださっているの

で、大きな安心感があります。笑顔と明るいあいさつで一日のスター

トが切れることは、見守り隊の方々をはじめとする地域・保護者の皆様のお陰です。心より感謝申

し上げます。 

「あいさつ」についてのアンケート結果では、児童・保護者ともに９割以上が肯定的な回答とな

っています。保護者の皆様につきましては、昨年度と比べて肯定的な捉えが１０ポイント以上上昇

しました。見守り隊の方からも、「最近、あいさつをしてくれる子が増えてきました。」「子どもたち

が自分から元気にあいさつをしてくれました。」「子どもたちが、『いつもありがとうございます』

と言ってくれました。」とのお話をいただいたこともあります。とてもうれしいです。本当にありが

とうございます。校内でも自分から元気にあいさつをする子どもが増えてきていることを感じてい

ます。 

 あいさつはコミュニケーションのはじめの一歩であり、人と人の笑顔につながる大切なものです。

「あいさつっていいな」という実感をたくさんもてるように、あいさつを通して、お互いを認め合

い「笑顔いっぱいの学校」「楽しい学校」になっていくことを目指していきます。 

 

また、あいさつには、こんな思いを込めています。毎朝、子ども

たちが登校し、「おはようございます」とあいさつをして、一日が始

まります。教室に行けばクラスの子どもたちに会えます。特別なこ

とでもない当たり前の風景のように思えてしまうかもしれません

が、それは決して当たり前のことではなく、とても貴重で大切なこ

とです。朝には「今日も会えてうれしいよ。今日も会えたね。ありがとう。」日中には「一緒に過ご

せてうれしいよ。ありがとう。」帰りには「今日も一緒に居てくれてうれしかったよ。ありがとう。」

  アンケート質問８ 肯定的 否定的 

児童 明るい笑顔で、自分からあいさつをしていますか。 ９４％ ６％ 

保護者 お子さんは、明るい笑顔で、自分からあいさつをしていますか。 ９３％ ７％ 

-７- 

https://twitter.com/fumira/status/1299316147095961606/photo/1
https://twitter.com/fumira/status/1299316147095961606/photo/1
https://twitter.com/fumira/status/1299316147095961606/photo/1


こうした気持ちを込めて「おはようございます」「こんにちは」「さようなら 気をつけてね」とあ

いさつをしています。これからも、この気持ちを子どもたちに伝え続けていきます。そして、校内

にあいさつの声（「ありがとう」の気持ち）が、いつも聞こえ、あふれているような学校の雰囲気・

環境を大切にしていきます。 

 

（５）たてわり活動について 

縦割り活動の取り組みにつきましては、児童・保護者ともに大変

多くの方に肯定的な評価をいただくことができました。縦割り活

動は、年間を通して本校の教育活動の中心の一つとなっているも

のです。リーダーシップとフォロアーシップのもとに、全校の子ど

もたちが学び合い、絆を深め合い、そして、それがまた次の年へと受け継がれています。今後も縦

割り活動を通して、子どもたちが学年を超えてつながり合う学びと絆を深めていきます。 

 

 

４．学校生活全般にわたって 

  楽しい学校生活 

 児童・保護者ともに肯定的な回答が大変多くくなっています。一方で、否定的な回答もあります。 

 子どもたちの毎日の生活の中では、気持ちの行き違いや思うようにいかないことなどもたくさん

起こります。その一つ一つをお互いに解決していく経験が大切です。そのためにも、日々の子ども

たちとの関わりを大切にし、日常の中からこそ見えてくる子どもたちの本音やその子らしさを見取

り、子どもたちが安心して教職員に相談できる関係をつくっていきたいと思います。 

 これからも一人一人の子どもを見つめ、寄り添う姿勢を大切にしていきます。そして、教職員が

連携し、チーム汐入一丸となって子どもたちの成長のために取り組んでいきます。 

 

 

児童・保護者の皆様にご協力いただきましたアンケートにつきまして、重点として取り組んでい

ること等を中心にご報告させていただきました。また、「ご自分のお子さんがどのように育ってほ

しいかという保護者の願い」につきましてもご記入くださり、本当にありがとうございました。記

述欄からは、保護者の皆様のお子様への深い愛情や健やかな成長への願いとともに、学校教育への

期待を感じました。お寄せいただきました皆様の願いをしっかりと受け止め、これからの教育活動、

学校運営に活かしてまいります。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

  アンケート質問１０ 肯定的 否定的 

児童 
たてわり活動などで、他の学年の友だちと仲良くすごすことができ

ていますか。 
９４％ ６％ 

保護者 
お子さんは、縦割り活動などを通して、学年の枠を超えた交流を深

めていると思いますか。 
９５％ ４％ 

  アンケート質問１３ 肯定的 否定的 

児童 学校での生活は楽しいですか。 ９５％ ５％ 

保護者 お子さんにとって、学校は楽しい場所だと思いますか。 ９６％ ４％ 

-８- 
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86 14 78 22

87 13 78 21

79 21 71 29

88 12 89 11

88 12 84 16

86 14 80 20

87 13 87 13

94 6 93 7

96 4 90 10

肯定的/否定的

9

8

7

6

肯定的/否定的

まわりの人に、感謝の気持ちを伝えて
いますか。

お子さんは、まわりの人に、感謝の気
持ちを伝えていると思いますか。

肯定的/否定的

早寝・早起き・朝ごはんなど、規則正
しい生活ができていますか。

お子さんは、早寝・早起き・朝ごはん
など、規則正しい生活ができていると
思いますか。

肯定的/否定的

明るい笑顔で、自分からあいさつをし
ていますか。

お子さんは、明るい笑顔で、自分から
あいさつをしていますか。

自分から進んで外遊びをしたり運動し
たりしていますか。

お子さんは、自分から進んで外遊びを
したり運動したりしていますか。

肯定的/否定的

肯定的/否定的

勉強や仕事などを、最後までやり通す
ことができていますか。

お子さんは、勉強や仕事などを、最後
までやり通すことができていると思い
ますか。

2

自分の考えを文に書いたり伝えたりす
ることはできていますか。

お子さんは、自分の考えを文に書いた
り伝えたりすることができていると思
いますか。

肯定的/否定的

5

3

4

令和６年度　学校アンケート結果一覧表　（数値は％）

児童への質問 保護者への質問

肯定的/否定的

クロームブックや図書館の本などで、
知りたいことを調べられますか。

お子さんは、書籍やパソコン（※パソ
コンは3～6年生）で知りたいことを調
べられていると思いますか。

アンケート質問番号

肯定的/否定的

自分からすすんで学ぶことはできてい
ますか。

お子さんは、自分からすすんで学んで
いると思いますか。

友だちの考えを聞いて、感想を言った
り質問をしたりすることはできていま
すか。

お子さんは、友だちの考えを聞いて、
感想を言ったり質問をしたりすること
ができていると思いますか。

1

＊「そう思う・少しそう思う」：肯定的 「あまり思わない・思わない」：否定的

＊集計上、各回答の構成比の合計が100％にならない場合があります。



 

 

94 6 95 4

97 3 100 0

88 12 89 11

95 5 96 4肯定的/否定的

13

12

11

10

肯定的/否定的

学校での生活は楽しいですか。
お子さんにとって、学校は楽しい場所
だと思いますか。

肯定的/否定的

他の人を思いやる大切さを知っていま
すか。

お子さんは、他の人を思いやる大切さ
を知っていると思いますか。

肯定的/否定的

自分には、よいところがあると思いま
すか。

お子さんは、自分の良さを自覚してい
ると思いますか。

たてわり活動などで、他の学年の友だ
ちと仲良くすごすことができています
か。

お子さんは、縦割り活動などを通し
て、学年の枠を超えた交流を深めてい
ると思いますか。

アンケート質問番号 児童への質問 保護者への質問

-10- 


